


〈令和3年度大学院入試日程〉
秋季 出願日 令和 2年009月001日（火）～ 9月08日（火）

試験日 令和 2年010月003日（土）
春季 出願日 令和 3年001月006日（水）～ 1月14日（木）

試験日 令和 3年002月013日（土）

入試説明会 令和 2年 8月 5日（水） ◆①②は同じ内容です。事前申込不要

①12：10～12：50 ②18：00～18：40 （長久手キャンパス B111教室）
※オンライン同時開催※
オンラインで参加を希望する方は7月31日（金）までにgaigo-t@bur.aichi-pu.ac.jpへご連絡ください。

ACDEP（１年次）
現代英語学研究
英語教育学研究
イギリス文学・文化研究
英米歴史社会研究
通訳演習（英･日）
翻訳演習（英･日）
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
多文化共生論
国際文化研究基礎
国際文化研究（研究指導科目）

ACDEP（２年次）

歴史英語学研究
アメリカ文学・文化研究
英米政治経済研究
通訳演習（英･日）
翻訳演習（英･日）
英語表現演習
国際文化研究（研究指導科目）
修士論文/特定課題研究成果

海外留学
（単位認定）

Candidates

･一般学生
(他大学生)

･内部進学
(県立大学外国語学部)

（EICコース修了者）
･一般社会人
･現役教員(高校教諭)

通訳翻訳研究所

Future Image
・通訳Agent

（会議通訳）
・翻訳Agent

（一般企業海外部門）
・英語教員（専修免許）
・海外大学院
・国内大学院
（博士後期課程)）

・地方団体職員（国際）
・外務省在外公館職員
・国連職員
・海外NGO / NPO

社会で求められる英語プロフェッショナルを養成
⇒通訳翻訳研究所が支援・放送通訳の現役専門家が担当

本コース指定科目は専修免許（英語）取得に直結
現職教員も学びやすい環境整備
⇒実質1年間で必修単位（修論を除く）を修得できるプログラム
⇒修士論文に代えて｢特定課題研究成果｣の提出で学位取得可能
⇒多様な開講形態

・悠活－働きながら学べる夜間授業
⇒長期履修制度（2年間の授業料で最長4年まで可）の活用
⇒学術交流協定大学（英国，豪州）への派遣留学

英語高度専門職業人コース

〈お問合せ〉
入試課 TEL:0561-76-8813  
Email:nyusi@bur.aichi-pu.ac.jp

学務課（国際文化研究科担当）
TEL:0561-76-8824 
E-mail:gaigo-t@bur.aichi-pu.ac.jp

（注）通訳翻訳研究所に関しては令和 2 年 6 月時点の情報であり、
令和 3 年度に向けて体制の変更が検討されています。



<令和3年度大学院入試日程>
秋季 出願日 令和2年 9月 1日（火）～9月8日（火）

試験日 令和2年10月 3日（土）
※専門筆記試験に代えてプレゼンテーションを課す
入試方式を選択することもできます
（国際文化専攻博士前期課程のみ）

<入試説明会>

令和2年8月5日（水）
①12：10～12：50 ②18：00～18：40

愛知県立大学 長久手キャンパス B111教室
〔①②は同じ内容です。事前申込不要〕

※オンライン同時開催※
オンラインで参加希望の方は7月31日（金）までに
gaigo-t@bur.aichi-pu.ac.jpへご連絡ください。
詳細をご案内します。

<お問合せ>
入試課 TEL：0561-76-8813

E-mail:nyusi@bur.aichi-pu.ac.jp
学務課 TEL：0561-76-8824

E-mail:gaigo-t@bur.aichi-pu.ac.jp
（国際文化研究科担当）

積極的に社会人の学びを支援

詳細は研究科HPへ⇒ http://www.ics.aichi-pu.ac.jp/

愛知県立大学大学院 国際文化研究科
国際文化専攻/日本文化専攻 博士前期課程/博士後期課程

● 長期履修制度
博士前期課程は授業料２年分で、通常修業年限を最長４年、
博士後期課程は授業料３年分で、通常修業年限を最長５年
で修了可能

● 学術の社会的応用性を重視した研究
修士論文に代えて特定課題研究成果が選択可能
（国際文化専攻博士前期課程のみ）

● 英語高度専門職業人（英語ﾌﾟﾛ養成）コース
専修免許（英語）の取得が可能

● 昼夜開講を実施

社会人に充実した高等教育の場を提供

本研究科の魅力
 自分の専門分野以外の科目も履修できます
 多様な人々と共に学べます

院生の年代は20～60代と幅広く、留学生も在籍
 TA（ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ）、RA（ﾘｻｰﾁｱｼｽﾀﾝﾄ）

として経験を積むことができます


